
近年，産業構造が変化し，製造業雇用の比率

が低下しつつあり，外国人または移民の労働も

サービス・セクターに移行しつつある。この分

野では小規模な経営になればなるほど，雇用主，

被雇用者の区別が曖昧になり，事業主も労働の

場に立つ「自営業」の形をとりやすい。その主

観的意識からは「ビジネス」意識がもたれるこ

とも多く，その意味で移民がビジネスに結び付

けられやすくなっている。欧米諸都市でも食

品・食材店，クリーニング店，タクシー，土産

物店などは代表的なものだろう。日本では，以

前から圧倒的存在として中華（国）料理店があ

り，焼肉店，パチンコ業などが想起されるが，

それ以外はやや散在的との印象があった。研究

書も少なかっただけに，本書が上梓されたこと

は注目される。その章立てを紹介しておく。

序章 樋口直人「日本のエスニック・ビジネ

スをめぐる見取り図」

第１章 韓載香「在日韓国・朝鮮人――ビジ

ネスのダイナミズムと限界」

第２章 小林倫子「ニューカマー中国人――

一般市場における多様な展開」

第３章 片岡博美「ブラジル人――揺れ動く

エスニック・ビジネス」

間章 アンジェロ・イシ「エスニック・メデ
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ィアの担い手たち――在日ブラジル系メ

ディアビジネスの興亡」

第４章 高畑幸・原めぐみ「フィリピン人―

―「主婦」となった女性たちのビジネ

ス」

第５章 平澤文美「ベトナム人――外部市場

志向のビジネス」

第６章 福田友子「パキスタン人――可視的

マイノリティの社会的上昇」

終章 樋口直人「鶴見で起業する――京浜工

業地帯の南米系電気工事者たち」

１

なぜエスニック・ビジネス研究か。外国人・

移民というと，「労働者」すなわち被雇用者と

いう捉え方が圧倒的に多かったのに対し，実態

は変わりつつあるという事実認識からの出発が

ありえよう。また，多分に消費文化としてであ

れ，料理，ファッション，音楽などに及ぶエス

ニック文化の多様な展開への関心からのアプロ

ーチがありえよう。編者樋口氏は，別の共著で，

「日系人労働者は非正規就労からいかにして脱

出うるか」として彼らの起業に考察を加えてい

る（１）。とするなら，外国人移民の下層かつ不

安定な労働からの脱出の道として自営起業化を

戦略的に位置づけ研究対象としたこと，これが

メインの関心なのであろうと推測される。とす

れば次のようなコメントが可能だろう。おそら

く「脱出」の唯一の道が自営業参入なのではな

く，雇用条件を支配する派遣業者等への交渉・

闘争，あるいは日本からの帰国もありうると思

われ，また「脱出」が行為者の主観的動機その

ものか，それとも研究者の仮説的な解釈なのか

は検討を要し，さらに脱出に成功するケースは

限られているのではないか，と。

関連で，編者は序章で，「差別・排除がエス

ニック・ビジネスを生み出すという排除仮説」



ジの拡散は避けられなかった。その主な推進者

がエスニック・マイノリティであるような事業

をさしてこう呼ぶ，というのが本書の示す最小

の括りだろうと判断されるが，では，それは事

業主か，名義人か，実際の作業者か，資本の提

供者か。多くのベトナム・レストランのように

日本人が資金提供し，事業主で，料理人まで日

本人である場合（５章）はどうなのか。①扱う

財，②事業主，③資金提供者，④従業員構成，

⑤顧客のエスニシティ，等々を考慮して，たと

えばアメリカではエスニック・ビジネスを成り

立たせる単一ではない「人種エスニック編成」

が問題にされてきた（２）。本書ではそうした問

題の捉え方は中心にはないようで，わずかに中

国人の起業に関連して若干これが論じられてい

る（95頁）。もし経営スタッフ，従業員の過半

を日本人が占める企業があれば，エスニック

財・サービスを扱っていても，ずいぶん性質の

異なる事業体となろう。

ただし，定義などにこだわらず，ゆるやかな

視点からマイノリティの行為者たちの経済活動

を掬いあげ，分析し，どのような事実が明らか

になるかを問うという研究にも意義があること

を否定するものではない。

２

豊かな内容をもつ各章だが，紙数の関係で簡

単にしか触れられないのは残念である。

在日韓国・朝鮮人の参入し担った産業分野

が，戦後，ゴム，繊維など地域性をおびたもの

から「脱地域」「脱製造業」を経てパチンコホ

ール，飲食業など第三次産業へ，それに伴い金

融機関が成立する過程を追った第１章の考察

は，きわめてダイナミックで示唆に富む。多く

を教えられた。だが，戦後すでに70年近くを

経，コリアンの経済活動は日本社会と関わりが

深くなり，たとえば民族系企業で都市銀行と取
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について，これはエスニック・ビジネスに従事

する要因を解明するものではないとしている

が，果たして一般化できるか。それは本書中の

考察とも矛盾しないだろうか。たとえば１章で

は韓は，在日韓国・朝鮮人の被雇用者率の低さ

は，労働市場における差別と深く関係している

と認めている（38頁）。ただしその差別は，在

日のダイナミズムを奪うものではなく，自営業

への参入は彼らの「主体的対応」を示すものだ

としている。とすれば，「排除仮説」は，人的

資本，社会資本等を重視する戦略的・動的アプ

ローチを採ることと必ずしも矛盾しないという

べきだろう。殊更に「排除仮説」を退ける必要

はないのではないかというのが，率直な感想で

ある。章立てからも推測できるように，多様な

状況の民族アクターが扱われているだけに，そ

の起業の事情，動機付けは共通にくくれない恐

れがあり，その点は柔軟であるほうがよいと思

う。

ともあれ，動的アプローチを重視する以上，

人的資本，社会資本，機会構造という三つの分

析トゥールからの接近は，これに適合している

といえる。この観点の接近の努力は全章を通し

てとられ，これは本書の特徴，メリットをなす。

そしてこのアプローチは当然，各民族アクター

の視点に立つ行為論的な考察となるが，反面，

構造論的な分析では弱さをみせることになる。

たとえば，企業の中での経営と従業員の権力関

係，賃金，利潤配分，労働法規の遵守と逸脱，

等々。従来の欧米のエスニック・ビジネス論は

こうした面にも注意を向け，限られた資本と安

価な商品提供のため，法定に反する長時間，低

賃金労働が押し付けられる「苦汗工場
スウェットショップ

」の存在

などを指摘してきたが，本書では比較的論及が

少ない。さらに，本書で避けられているものに，

エスニック・ビジネスとは何かという問いへの

回答がある。このため本書を読みながらイメー
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引するところは少なくないとすれば，前者の人

的構成，資本の構成，顧客関係は複合化も進ん

でいるだろうし，そうした側面はもっと知りた

かった。

第２章のニューカマー中国人については，起

業に焦点が合わされ，人的資本，社会資本，機

会構造における他集団に比べての有利さが強調

される。けれども飲食店ならまだしも，著者小

林氏の調査したソフトウェア開発などになる

と，成功物語ばかりとはいえず，能力ある同国

人の団結のみでは不十分で，社会関係資本とし

て非エスニックな社会関係が必要になる。優秀

な日本人従業員を雇用できるだけの資本力と規

模を備えた企業はまだ少ない。企業が発展をめ

ざすなら，単一エスニック性を弱めなければな

らないという要請があるのではないか。

順序は飛び，５章に触れると，ベトナム人の

ビジネスは，比較的滞在歴の長いニューカマー

でも種々難しさもみせている。難民として来日

後，斡旋で就いたのは中小製造業労働者が比較

的多く，この点アメリカやフランスにおけるベ

トナム系より恵まれない地位にある。ビジネス

に活路を求める場合，代表的なものは料理店で

あるが，平澤氏はその両面性を的確に指摘して

いる。在留者数に比しベトナム料理店数は多く，

しかも顧客の大半が日本人であるからビジネス

として成功しているといえなくはない。けれど

もオーナーの大半が日本人であることは，資本

金の問題，宣伝やサービスのノウハウの問題が

あることを意味するのだろう。くわえて料理人

もベトナム人でない所がかなりある。エスニッ

ク・ビジネスとは何かという問題を考えさせる

ケースである。

パキスタン人のビジネスとしての中古車貿易

（６章）は，ユニークである。業種，商品は民

族となんら関係ないし，その人的資本でも特に

有利さがあるとはいえない。むしろ単身男性移

民ゆえ日本人女性と結婚するケースが多いとい

ういわば偶然的要因が，結果的に社会関係資本

（社会信用，文書能力，保証人機能をもつ同伴

起業者）の獲得という大きなアドバンテージを

生む。もちろんそれ以外の条件もあるが，起業

を成り立たせる要素としてのこのような社会学
．．．

的な
．．
要因連関への着目はきわめて興味深い。と

同時に，ここから，エスニック・ビジネスとは

ホスト国国民から重要な媒介者，協力者をえず

に発展しうるのか，という大きな問いに逢着す

るのである。

さて，ブラジル人とフィリピン人におけるビ

ジネス（３，間，４，終章）は，小規模性，市

場基盤の脆弱性が特徴で，業種や扱う財・サー

ビスも同じ民族の需要の範囲をなかなか超えら

れないでいる。両集団とも在住人口は小さくは

ないが，ビジネスを成り立たせるには狭小で，

そのエスニック財は日本人消費者を広く獲得で

きない。人的・社会的資本では，ビジネススキ

ルを来日前のブラジルで獲得した者はいても，

日本では工場労働経験者であり，かつ日本語の

能力も不十分なレベルにある。また，同国人を

対象とするブラジルの日系新聞三社が日本進出

を断念したのは，結局，日系人の滞日が不安定

な短期出稼ぎに終わるだろうとみていたためだ

という（間章）。とすると，不安定な派遣労

働・間接雇用からの脱出のためのビジネスとい

う目論見は成功せずに終わるケースが多いよう

で（第３章），先に触れた，起業による非正規

雇用からの脱出という可能性も一部の例を除い

て検証されているとは言いがたい。

フィリピン人のケースでは，「主婦」女性た

ちの企ては，ビジネスと呼ぶよりは副業ないし

アルバイトと呼ぶべきもののように思われる。

とはいえ，たとえ結婚しても母国の家族への仕

送りがあり，夫に頼らず自分でも稼ぎたいとい

う思い，また既婚女性も社会的自己実現をめざ
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すのは当然とする欧米的な観念からそれが試み

られている点は，ともに興味深い。そのなかで

英語力を活かすという企ては，過去のアメリカ

統治の遺産ではあれ，自らの資源の活用であり，

自己実現の要素をももっている。

終章の扱う南米系電気工事業は，南米系のビ

ジネスの数少ない成功例といえるかもしれない

が，同時に限界例でもあろう。電設工事という

全くノン・エスニックな業種が，少なくとも京

浜の一地域でなぜ「移民企業ニッチ」になりえ

たか。戦略的投資，コロニアとの関係の利用，

「沖縄」との縁の活用，南米人にも困難ではな

い電気工事士資格取得，特定の個人がもちえた

機を見るに敏な商才，等々の組み合わせが働い

たためだろう，と分析する。人的資本，社会関

係資本，機会構造という仮説からの解釈が効果

を発揮している例だろう。ただ成功企業が現れ

るのと裏腹に「多数の同胞を『商品』として安

く売ること」（272頁）が進むとして示唆され

る低賃金構造については，いま少し分析してほ

しかった。

３

以上の８つの章の考察をたどってくると，改

めて「エスニック・ビジネス」の語の指示する

ものの多様さに驚かされる。それだけに冒頭で

触れたように，研究に際してさまざまな問題意

識，視角設定，方法が成り立つわけで，評者な

りの疑問も呈したが，この問題に関心を寄せる

研究者の間に活発な生産的な議論が起こること

を期待したい。

また，本書が意識的に重視し，適用しようと

した人的資本・社会関係資本・機会構造の視点

は有効性を発揮していると評価したいが，たと

えば人的資本について，章によっては「高いか，

低いか」という次元だけで単純に論じられて終

わっている。これら資本の，単純に等級パラメ

ーター化できない質的多様性にいま少し考慮が

めぐらされてもよいだろう。たとえば，５章の

ベトナム料理店における料理人の「ベトナム人

か，日本人か」という選択では，どのような質

の人的資本か，が逆説的ながら問われていて，

このことを考えさせてくれる。

とはいえ，個別の各章はいずれも力作であり，

できるかぎり実証的データを得て考察を行おう

とする姿勢には，敬意を表したい。近年の日本

の経験的
．．．

エスニシティ研究のなかでも，本書が

重要な位置を占めることはまちがいない。

最後に「ないものねだり」式コメントをすれ

ば，民族ごとの章立てをとる以上，近年身近に

も感じる，IT企業参入や増加するインド料理レ

ストラン等を対象に，「インド亜大陸出身者・

ネパール人」という一章があってもよかったの

ではないかと思う。東京の大久保や西葛西の街

の変貌を思うにつけ，知りたい動きである。
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